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注目し、都市の空間構造を明らかにするとともに、「都心」（人口 240万）、 「中央」（人口 590万）、「郊







































審   査   の   要   旨 
 
本研究は、交通事故に関するビッグデータ、すなわち個人別非集計データを利用している。入手が困難
な位置情報付きポイントデータを、GIS技術を援用して空間的に集計化するとともに、バファリングやオ
ーバーレイ、カーネル密度推定、クラスター分析などを駆使して交通事故の都市内分布パターンを時間的、
空間的に捉えたことは独創的な研究として高く評価できる。さらに、テヘランにおける交通事故の分布と
人口密度・土地利用・都市構造との関連を定量的に解明したことも本研究のオリジナリティを高めている。 
著者は、交通事故の発生要因が都市のデイリーリズムと密接に関連することを統計的に見いだし、従来
の都市交通研究に新たな知見を加えている。文化や伝統、生活習慣、イスラムの規律などが人々の生活・
交通行動を規定し、先進国ではみられない交通事故の発生パターンを生じさせていることを明らかにした
点も特筆に値する。 
本研究の成果は、今後のテヘランの地域計画や都市政策の有力な基礎資料になる。本研究で構築した分
析手法は汎用性に富んでおり、イスラム世界における大都市圏研究に貢献することが期待される。 
 
平成30年2月1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
